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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第77期

第２四半期
連結累計期間

第78期
第２四半期
連結累計期間

第77期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 17,791,626 22,079,366 48,157,490

経常利益又は経常損失(△) (千円) △694,956 142,341 1,011,535

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益又は
親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(千円) △493,082 64,196 639,431

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △473,401 41,534 660,586

純資産額 (千円) 19,333,231 20,315,297 20,466,656

総資産額 (千円) 31,099,979 33,344,470 34,668,625

１株当たり四半期(当期)純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

(円) △25.57 3.33 33.16

潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 62.2 60.9 59.0

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) △288,058 △1,474,695 674,573

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △2,200,572 1,733,041 △2,541,090

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △193,360 △192,893 △193,924

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,164,759 3,851,763 3,786,309
 

 

回次
第77期

第２四半期
連結会計期間

第78期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成28年７月１日
至　平成28年９月30日

自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

(円) △5.05 12.55
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　なお、当社グループは設備工事業の単一セグメントであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の景気は、企業収益の改善など、緩やかに拡大しております。また、

北海道の景気についても、雇用・所得環境が着実に改善していることなどから回復しております。

建設業界においては、設備投資は緩やかな増加基調にあるものの、労働者不足や建設コストの高止まりの状況が

続いております。

このような状況のなかで、当社グループは、企業体質のさらなる強化を図るため、「中期経営計画2016-2020」

のもと、全社営業体制による一般大型工事の獲得に向けた営業活動を強力に展開するとともに、利益の確保に向け

た原価低減の徹底と業務効率化に取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、前年度からの繰越工事の進捗などもあり、売上高および利益

は、いずれも前年同四半期の実績を上回り、次のとおりとなりました。

 
受注高　　　　　２８９億５５百万円（前年同四半期比　１１．０％減）

売上高　　　　　２２０億７９百万円（前年同四半期比　２４．１％増）

営業利益　　　　　　　　８２百万円（前年同四半期は　営業損失　　　　　　７億３７百万円）

経常利益　　　　　　１億４２百万円（前年同四半期は　経常損失　　　　　　６億９４百万円）

親会社株主に帰属する　　　　　　　（前年同四半期は　親会社株主に帰属する
四半期純利益　　　　　　６４百万円                 四半期純損失　     ４億９３百万円）

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、未成工事支出金の増加があったものの、受取手形・完成工事

未収入金や短期貸付金の減少などにより、前連結会計年度末に比べ１３億２４百万円減少し、３３３億４４百万円

となりました。

負債合計は、支払手形・工事未払金の減少などにより、前連結会計年度末に比べ１１億７２百万円減少し、

１３０億２９百万円となりました。

純資産合計は、利益剰余金の減少などにより、前連結会計年度末に比べ１億５１百万円減少し、２０３億１５百

万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ１．９ポイント増加し、６０．９％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、３８億５１百万円とな

り、前年同四半期連結会計期間末に比べ６億８７百万円の増加となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、売上債権の減少などがあったものの、未成工事支出金の増加や仕入債務の減

少などにより、１４億７４百万円（前年同四半期連結累計期間に比べ１１億８６百万円の増加）となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果獲得した資金は、短期貸付金の減少などにより、１７億３３百万円（前年同四半期連結累計

期間は２２億円の使用）となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、配当金の支払いなどにより、１億９２百万円（前年同四半期連結累計期間と

同程度）となりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間において、特記すべき事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 70,000,000

計 70,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年11月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,722,027 19,722,027 札幌証券取引所 単元株式数　100株

計 19,722,027 19,722,027 ― ―
 

（注）平成29年１月30日開催の取締役会決議に基づき、平成29年４月１日付で、単元株式数を1,000株から100株に

変更しております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年９月30日 ─ 19,722,027 ─ 1,730,000 ─ 2,364,633
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(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

北海道電力株式会社 北海道札幌市中央区大通東１丁目２ 10,078 51.10

北海電工協力会持株会
北海道札幌市白石区菊水２条１丁目８－２１
北海電気工事内

1,650 8.37

北海電工従業員持株会 北海道札幌市白石区菊水２条１丁目８－２１ 1,032 5.23

美和電気工業株式会社
東京都新宿区新宿１丁目８－５
新宿御苑室町ビル

284 1.44

株式会社ザイエンス 東京都千代田区丸の内２丁目３－２ 258 1.31

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口４）

東京都中央区晴海１丁目８－１１ 164 0.83

株式会社野村商店 東京都千代田区神田須田町２丁目１７ 161 0.82

石垣電材株式会社 北海道札幌市中央区北６条西１３丁目１ 154 0.78

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社
（三井住友信託銀行再信託分・
株式会社ダイヘン退職給付信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－１１ 154 0.78

共和電気工業株式会社 北海道札幌市北区北２３条西９丁目１－１７ 111 0.56

計 ― 14,047 71.23
 

(注)　当社は、自己株式439,163株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合2.23％）を保有しておりますが、

上記の大株主の状況からは除いております。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

439,100
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

19,264,400
192,644 ―

単元未満株式
普通株式

18,527
― ―

発行済株式総数 19,722,027 ― ―

総株主の議決権 ― 192,644 ―
 

(注) １ 上記「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,400株(議決権34個)

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式63株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
北海電気工事株式会社

北海道札幌市白石区菊水
２条１丁目８－２１

439,100 ─ 439,100 2.23

計 ― 439,100 ─ 439,100 2.23
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

北海電気工事株式会社(E01855)

四半期報告書

 7/16



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 3,786,309 3,851,763

  受取手形・完成工事未収入金 13,369,425 11,660,976

  未成工事支出金 1,115,790 3,292,596

  材料貯蔵品 517,310 487,273

  短期貸付金 4,500,000 2,500,000

  その他 587,991 648,903

  貸倒引当金 △1,785 △1,413

  流動資産合計 23,875,042 22,440,099

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物・構築物（純額） 4,774,427 4,787,378

   その他（純額） 3,040,570 3,132,076

   有形固定資産合計 7,814,998 7,919,455

  無形固定資産 103,515 107,333

  投資その他の資産 2,875,068 2,877,582

  固定資産合計 10,793,582 10,904,370

 資産合計 34,668,625 33,344,470

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金 5,988,915 5,376,822

  未払法人税等 169,282 108,527

  未成工事受入金 331,227 496,318

  工事損失引当金 56,906 51,263

  その他 2,500,718 1,911,101

  流動負債合計 9,047,050 7,944,033

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 118,960 107,946

  退職給付に係る負債 5,005,111 4,948,012

  その他 30,846 29,180

  固定負債合計 5,154,918 5,085,139

 負債合計 14,201,968 13,029,172

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,730,000 1,730,000

  資本剰余金 2,368,252 2,368,252

  利益剰余金 15,573,745 15,445,112

  自己株式 △79,608 △79,671

  株主資本合計 19,592,390 19,463,693

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 750,491 749,363

  退職給付に係る調整累計額 123,774 102,240

  その他の包括利益累計額合計 874,266 851,603

 純資産合計 20,466,656 20,315,297

負債純資産合計 34,668,625 33,344,470
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

完成工事高 17,791,626 22,079,366

完成工事原価 17,822,500 21,074,813

完成工事総利益又は完成工事総損失（△） △30,873 1,004,552

販売費及び一般管理費 ※1  706,378 ※1  921,760

営業利益又は営業損失（△） △737,252 82,792

営業外収益   

 受取配当金 16,513 19,838

 その他 29,303 42,619

 営業外収益合計 45,816 62,458

営業外費用 3,520 2,908

経常利益又は経常損失（△） △694,956 142,341

特別損失   

 固定資産除却損 4,331 23,865

 特別損失合計 4,331 23,865

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△699,288 118,476

法人税等 △206,205 54,279

四半期純利益又は四半期純損失（△） △493,082 64,196

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△493,082 64,196
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △493,082 64,196

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 39,906 △1,128

 退職給付に係る調整額 △20,225 △21,533

 その他の包括利益合計 19,681 △22,662

四半期包括利益 △473,401 41,534

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △473,401 41,534
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△699,288 118,476

 減価償却費 210,616 215,736

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △282 △372

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △26,960 △88,042

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,775 △11,014

 受取利息及び受取配当金 △21,539 △24,633

 有形固定資産除却損 4,331 23,865

 売上債権の増減額（△は増加） 4,770,319 1,717,143

 未成工事支出金の増減額（△は増加） △2,363,925 △2,176,805

 たな卸資産の増減額（△は増加） △31,336 30,037

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,921,957 △660,036

 未払消費税等の増減額（△は減少） △262,788 △249,514

 未払費用の増減額（△は減少） △152,428 △423,146

 未成工事受入金の増減額（△は減少） 357,560 163,424

 その他 31,189 △30,461

 小計 △116,264 △1,395,343

 利息及び配当金の受取額 21,530 24,630

 法人税等の支払額 △193,325 △103,982

 営業活動によるキャッシュ・フロー △288,058 △1,474,695

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △193,364 △227,126

 無形固定資産の取得による支出 △4,555 △30,701

 短期貸付金の増減額（△は増加） △2,000,000 2,000,000

 その他 △2,652 △9,129

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,200,572 1,733,041

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △507 △63

 配当金の支払額 △192,853 △192,829

 財務活動によるキャッシュ・フロー △193,360 △192,893

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,681,992 65,453

現金及び現金同等物の期首残高 5,846,751 3,786,309

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  3,164,759 ※1  3,851,763
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 (税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

従業員給料手当 288,834千円 409,565千円

退職給付費用 14,240千円 21,891千円

役員退職慰労引当金繰入額 11,160千円 12,576千円

貸倒引当金繰入額 1,222千円 △372千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

現金預金 3,164,759千円 3,851,763千円

現金及び現金同等物 3,164,759千円 3,851,763千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 192,853 10 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 192,829 10 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

設備工事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

設備工事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額（△）

△25.57円 3.33円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は
親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）(千円)

△493,082 64,196

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額又は親会社株主に帰属する
四半期純損失金額（△）(千円)

△493,082 64,196

普通株式の期中平均株式数(株) 19,284,771 19,282,927
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成29年11月10日
 

　

北海電気工事株式会社

   取 締 役 会　 御中
 

　

新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員  公認会計士　　藤　　原　　　　　明　　 ㊞
 

　

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員  公認会計士　　藤　　森　　允　　浩　　 ㊞
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北海電気工事株

式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から

平成29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北海電気工事株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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